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本号には，特別論文 1 篇，原著論文 3 篇，資料 1 篇を

掲載しております。いずれも，我国内のみならず国際的

な公衆衛生の課題を記述，検証をしている論文です。読

者の皆様の公衆衛生活動を支えるエビデンスとして活用

いただくとともに，現場で抱える課題を検証をする方法

としてご参考にしていただければと存じます。

特別論文は，モニタリングレポート委員会から外国系

高齢者の介護サービスへのアクセスに関する報告です。

地域では，高齢化とともに，国際化への対応も喫緊の課

題となっています。その問題点を記述し，今後のさらな

る検証を促す論文と位置づけられます。

原著論文では，がんピアサポーターの支援のありか

た，挨拶行動と地域愛着，医療機関で用いる患者の生活

困窮に関する評価尺度が検討されています。ピアサポー

ターは，医療の現場では，患者の当事者性に配慮して導

入も進められているところであり，本論文ではピアサ

ポーター自身が配慮している要素が質的に抽出されてい

ます。子どもの挨拶行動と地域愛着と援助行動の関係

は，直接の触れ合いが減る時代に，挨拶，地域愛着，援

助行動はどのように変化するのか興味深いテーマです。

また，生活困窮に対しては，臨床的配慮のみならず社会

的処方も期待されるところです。これらに関する尺度開

発はそのあり方を検討する第 1 歩となる可能性があり，

今後の発展が期待されます。いずれの課題も，ウィズコ

ロナ，ポストコロナ時代にはこれまでとは異なった対応

法が問われる可能性があります。人と人との交流のあり

かたや地域への働きかけかたを検討することは，今後さ

らに進むであろうサービスのデジタル化において，デジ

タルな支援では置き換えられないことを抽出するという

意味でも興味深い知見かと思います。

資料として国際保健人材のキャリアパス形成に関する

調査報告が掲載されています。日本人の国際的組織での

活躍は一層期待されているところでありますが，専門性

をもった人材の活躍を後押しする組織的支援を進める方

向性を示されています。

このように本誌は国内外の公衆衛生の現場の疑問が科

学的に検証される場となっています。みなさまからの様

々な視点，アプローチでのますますの投稿をお待ちして

おります。 （鈴木友理子）


